
(57)【要約】
【課題】
　多年生雑草を、省力的、かつ効果的に根絶する多年生雑草の根絶方法を提供する。
【解決手段】
　次の（１）～（４）の工程を含むことを特徴とする多年生雑草の根絶方法。
（１）多年生雑草の萌芽初期、または多年生雑草の生育期に該多年生雑草の地上部を切除
し、切除した当日若しくは切除後１４日以内に、ダゾメットを土壌表面処理または土壌混
和処理する薬剤処理工程。
（２）薬剤処理工程直後に１～５０ｍｍ潅水する潅水工程。
（３）潅水後直ちに土壌表面を被覆材で被覆する被覆工程。
（４）被覆１～６０日後に被覆材を取り除き、作物を作付ける前に土壌からガス抜きを行
うガス抜き工程。
【選択図】　なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 次 の （ １ ） ～ （ ４ ） の 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 多 年 生 雑 草 の 根 絶 方 法 。
（ １ ） 多 年 生 雑 草 の 萌 芽 初 期 、 ま た は 多 年 生 雑 草 の 生 育 期 に 該 多 年 生 雑 草 の 地 上 部 を 切 除
し た 当 日 若 し く は 切 除 し た 後 １ ４ 日 以 内 に 、 ３ ， ５ － ジ メ チ ル テ ト ラ ヒ ド ロ － ２ Ｈ － １ ，
３ ， ５ － チ ア ジ ア ゾ ン － ２ － チ オ ン を 土 壌 表 面 処 理 ま た は 土 壌 混 和 処 理 す る 薬 剤 処 理 工 程
。
（ ２ ） 薬 剤 処 理 工 程 直 後 に １ ～ ５ ０ ｍ ｍ 潅 水 す る 潅 水 工 程 。
（ ３ ） 潅 水 後 直 ち に 土 壌 表 面 を 被 覆 材 で 被 覆 す る 被 覆 工 程 。
（ ４ ） 被 覆 １ ～ ６ ０ 日 後 に 被 覆 材 を 取 り 除 き 、 作 物 を 作 付 け る 前 に 土 壌 か ら ガ ス 抜 き を 行
う ガ ス 抜 き 工 程 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 多 年 生 雑 草 が 、 ジ ョ ン ソ ン グ ラ ス ま た は タ ケ ・ サ サ 類 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ 記 載 の 根 絶 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ３ ， ５ － ジ メ チ ル テ ト ラ ヒ ド ロ － ２ Ｈ － １ ， ３ ， ５ － チ ア ジ ア ゾ ン － ２ － チ
オ ン （ ダ ゾ メ ッ ト ） を 用 い る 多 年 生 雑 草 の 根 絶 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 作 物 を 栽 培 す る 上 で 、 除 草 作 業 は 重 要 な 作 業 と し て 位 置 づ け ら れ て お り 、 除 草 剤 を 用 い
た り 、 人 力 に よ る 手 取 り 等 目 的 に 応 じ て 種 々 の 方 法 に よ り 作 業 が 行 わ れ て い る 。
　 そ れ ら の 方 法 の 一 つ と し て 、 ３ ， ５ － ジ メ チ ル テ ト ラ ヒ ド ロ － ２ Ｈ － １ ， ３ ， ５ － チ ア
ジ ア ゾ ン － ２ － チ オ ン （ 以 下 、 「 ダ ゾ メ ッ ト 」 と い う こ と が あ る 。 ） 、 臭 化 メ チ ル 、 ク ロ
ー ル ピ ク リ ン 等 に 代 表 さ れ る 土 壌 く ん 蒸 剤 を 使 用 す る 方 法 は 、 一 年 生 雑 草 の 防 除 を 目 的 と
し て 広 く 使 用 さ れ て い る 。 こ の 方 法 は 、 同 時 に 土 壌 病 害 虫 の 防 除 も 目 的 と し て い る 。 な か
で も 、 ダ ゾ メ ッ ト を 使 用 す る 方 法 は 、 ダ ゾ メ ッ ト が 取 り 扱 い が 容 易 で あ り 、 刺 激 性 が 少 な
く 、 環 境 汚 染 の 問 題 が 少 な い こ と か ら 、 広 く 土 壌 病 害 虫 ・ 雑 草 防 除 に 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 ダ ゾ メ ッ ト の 防 除 可 能 な 雑 草 は １ 年 生 雑 草 に 限 ら れ 、 こ れ ま で 、 難 防 除
の 多 年 生 雑 草 を 防 除 し よ う と す る 試 み は 行 わ れ て い な か っ た （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 、 非 特 許
文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 多 年 生 雑 草 を 防 除 す る 方 法 と し て 、 グ リ ホ サ ー ト 等 の 茎 葉 処 理 移 行 型 除 草 剤 を 使 用 す る
方 法 が 知 ら れ て い る 。 し か し な が ら 、 こ の 方 法 は 地 上 部 が 繁 茂 し て い る 多 年 生 雑 草 の 防 除
と し て は 効 果 的 な 手 段 で は あ る も の の 、 茎 葉 処 理 移 行 型 除 草 剤 が 土 壌 処 理 活 性 を 有 し な い
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た め に 、 多 年 性 雑 草 の 休 眠 芽 や 埋 没 種 子 な ど に 対 し て は 充 分 な 効 果 を 得 る こ と が で き な い
。 ま た 、 処 理 時 に は 未 発 芽 だ っ た 一 年 生 雑 草 の 後 発 生 も 問 題 と な る た め 、 雑 草 の 完 全 防 除
の た め に は 、 複 数 回 薬 剤 を 散 布 す る 必 要 が あ り 、 多 大 な 労 力 と 費 用 を 要 す る と い う 問 題 が
あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 多 年 生 雑 草 を 防 除 す る 方 法 と し て 、 ジ ク ロ ベ ニ ル 、 イ マ ザ ピ ル 、 ま た は ス ル フ ォ メ ツ ロ
ン メ チ ル 等 の 長 期 残 留 型 の 土 壌 処 理 型 除 草 剤 を 用 い る 方 法 も 知 ら れ て い る が 、 薬 剤 が 長 期
に 土 壌 に 残 留 す る た め 、 防 除 後 に 栽 培 す る 作 物 に 悪 影 響 を 与 え た り 、 長 期 残 留 性 の た め に
環 境 汚 染 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 一 方 、 タ ケ ・ サ サ 類 を 一 回 の 薬 剤 処 理 や 刈 り 取 り 処 理 で 防 除 す る 有 効 な 方 法 は 知 ら れ て
い な い 。 地 上 部 を 刈 り 取 り 、 総 て の 根 茎 を 掘 り 起 こ す の は 効 果 的 な 防 除 方 法 で あ る が 、 多
大 な 労 力 と 費 用 を 要 す る 。 地 上 部 を 刈 り 取 る 方 法 で は 根 絶 ま で に 何 回 も 刈 り 取 る 必 要 が あ
り 、 数 年 を 要 す る 。 ま た 、 グ リ ホ サ ー ト 剤 を タ ケ ・ サ サ 類 の 幹 に 注 入 す る 方 法 も 知 ら れ て
い る が 、 効 果 が 発 現 す る に は 数 ヶ 月 以 上 要 す る 上 、 薬 剤 の 移 行 性 が あ る た め に 境 界 の 垣 根
を 越 え て 出 芽 し て く る よ う な 竹 の み を 選 択 的 に 防 除 す る こ と は 困 難 で あ っ た （ 例 え ば 非 特
許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － １ ６ ９ ６ ０ ４ 号 公 報
【 非 特 許 文 献 １ 】 グ リ ー ン ジ ャ パ ン バ ス ア ミ ド 微 粒 剤 、 イ ン タ ー ネ ッ ト ＜ Ｕ Ｒ Ｌ ： ｈ ｔ ｔ
ｐ ： ／ ／ ｗ ｗ ｗ ． ｇ ｒ ｅ ｅ ｎ ｊ ａ ｐ ａ ｎ ． ｃ ｏ ． ｊ ｐ ／ ｂ ａ ｓ ａ ｍ ｉ ｄ ｏ ． ｈ ｔ ｍ ＞
【 非 特 許 文 献 ２ 】 ラ ウ ン ド ア ッ プ ハ イ ロ ー ド に よ る タ ケ ・ サ サ の 防 除 、 イ ン タ ー ネ ッ ト ＜
Ｕ Ｒ Ｌ ： ｈ ｔ ｔ ｐ ： ／ ／ ｗ ｗ ｗ ． ｚ ｅ ｎ ｎ ｏ ｈ ． ｏ ｒ ． ｊ ｐ ／ ｚ ｅ ｎ ｎ ｏ ｈ ／ ｄ ａ ｔ ａ ｂ
ａ ｎ ｋ ／ ｅ ｉ ｇ ｉ ／ ｔ ｏ ｐ － ３ ６ ７ ． ｈ ｔ ｍ ＞
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 か か る 従 来 技 術 の 実 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 多 年 生 雑 草 を 省 力 的 、
か つ 効 果 的 に 根 絶 す る 方 法 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 者 ら は 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 鋭 意 研 究 し た 結 果 、 意 外 に も 多 年 生 雑 草 の 萌 芽
初 期 、 あ る い は 、 生 育 期 の 地 上 部 の 切 除 当 日 あ る い は 切 除 1日 か ら １ ４ 日 後 に 、 ダ ゾ メ ッ
ト を 土 壌 表 面 ま た は 土 壌 混 和 処 理 し 、 潅 水 後 、 土 壌 表 面 を ビ ニ ル 等 で 被 覆 す る こ と に よ り
、 従 来 の 一 回 の 除 草 剤 散 布 や 刈 り 取 り で は 完 全 に 根 絶 で き な か っ た 、 多 年 生 雑 草 を 省 力 的
、 効 果 的 に 根 絶 で き 、 し か も 後 作 物 に は 影 響 を 与 え な い こ と を 見 い だ し 、 本 発 明 を 完 成 す
る に 至 っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 か く し て 本 発 明 に よ れ ば 、 次 の （ １ ） ～ （ ４ ） の 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 多 年 生 雑
草 の 根 絶 方 法 が 提 供 さ れ る 。
（ １ ） 多 年 生 雑 草 の 萌 芽 初 期 、 ま た は 多 年 生 雑 草 の 生 育 期 に 該 多 年 生 雑 草 の 地 上 部 を 切 除
し た 当 日 若 し く は 切 除 し た 後 １ ４ 日 以 内 に 、 ダ ゾ メ ッ ト を 土 壌 表 面 処 理 ま た は 土 壌 混 和 処
理 す る 薬 剤 処 理 工 程 。
（ ２ ） 薬 剤 処 理 工 程 直 後 に １ ～ ５ ０ ｍ ｍ 潅 水 す る 潅 水 工 程 。
（ ３ ） 潅 水 後 直 ち に 土 壌 表 面 を 被 覆 材 で 被 覆 す る 被 覆 工 程 。
（ ４ ） 被 覆 １ ～ ６ ０ 日 後 に 被 覆 材 を 取 り 除 き 、 作 物 を 作 付 け る 前 に 土 壌 か ら ガ ス 抜 き を 行
う ガ ス 抜 き 工 程 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 多 年 生 雑 草 の 根 絶 方 法 は 、 多 年 生 雑 草 と し て 、 ジ ョ ン ソ ン グ ラ ス ま た は タ ケ ・
サ サ 類 を 根 絶 す る 方 法 で あ る の が 好 ま し い 。
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【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 方 法 に よ れ ば 極 め て 簡 便 に タ ケ の よ う な 難 防 除 雑 草 を 含 む 多 年 生 雑 草 や 一 年 生
雑 草 に 、 一 回 の 薬 剤 処 理 で 根 絶 効 果 が 得 ら れ 、 後 作 の 作 物 に 影 響 が な い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 多 年 生 雑 草 の 根 絶 方 法 は 、 （ １ ） 多 年 生 雑 草 の 萌 芽 初 期 、 ま た は 多 年 生 雑 草 の
生 育 期 に 該 多 年 生 雑 草 の 地 上 部 を 切 除 し 、 切 除 し た 当 日 若 し く は 切 除 後 １ ４ 日 以 内 に 、 ３
， ５ － ジ メ チ ル テ ト ラ ヒ ド ロ － ２ Ｈ － １ ， ３ ， ５ － チ ア ジ ア ゾ ン － ２ － チ オ ン を 土 壌 表 面
処 理 ま た は 土 壌 混 和 処 理 す る 薬 剤 処 理 工 程 、
（ ２ ） 薬 剤 処 理 工 程 直 後 に １ ～ ５ ０ ｍ ｍ 潅 水 す る 潅 水 工 程 、
（ ３ ） 潅 水 後 直 ち に 土 壌 表 面 を 被 覆 材 で 被 覆 す る 被 覆 工 程 、 及 び 、
（ ４ ） 被 覆 １ ～ ６ ０ 日 後 に 被 覆 材 を 取 り 除 き 、 作 物 を 作 付 け る 前 に 土 壌 か ら ガ ス 抜 き を 行
う ガ ス 抜 き 工 程 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
（ １ ） 薬 剤 処 理 工 程
　 先 ず 、 多 年 生 雑 草 の 萌 芽 初 期 、 ま た は 多 年 生 雑 草 の 生 育 期 に 該 多 年 生 雑 草 の 地 上 部 を 切
除 し た 当 日 若 し く は 切 除 し た 後 １ ４ 日 以 内 に 、 ダ ゾ メ ッ ト を 土 壌 表 面 処 理 ま た は 土 壌 混 和
処 理 を 行 う 。 生 育 不 良 期 の 場 合 等 は 切 除 １ ４ 日 以 上 後 に 処 理 を 行 う 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に 用 い る 、 ３ ， ５ － ジ メ チ ル テ ト ラ ヒ ド ロ － ２ Ｈ － １ ， ３ ， ５ － チ ア ジ ア ゾ ン －
２ － チ オ ン （ 以 下 、 「 ダ ゾ メ ッ ト 」 と い う 。 ） は 、 Ｃ Ａ Ｓ 登 録 番 号 ５ ３ ３ － ７ ４ － ４ の 公
知 物 質 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ダ ゾ メ ッ ト を 実 際 に 施 用 す る 際 に は 、 他 成 分 を 加 え ず 純 粋 な 形 で 使 用 で き る し 、 単 一 も
し く は 二 つ 以 上 の 他 の 活 性 成 分 と 併 用 す る こ と も で き る 。 ま た 農 薬 と し て 使 用 す る 目 的 で
一 般 の 農 薬 の と り 得 る 形 態 、 例 え ば 、 水 和 剤 、 粒 剤 、 粉 剤 、 乳 剤 、 水 溶 剤 、 懸 濁 剤 、 フ ロ
ア ブ ル 等 の 形 態 で 使 用 す る こ と も で き る 。 好 ま し い 剤 形 と し て は 、 市 販 さ れ て い る 単 一 成
分 か ら な る 粒 剤 を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に お け る ダ ゾ メ ッ ト の 施 用 量 は 、 農 地 １ ０ ア ー ル 当 り ダ ゾ メ ッ ト 有 効 成 分 と し て
１ ０ ～ １ ０ ０ Ｋ ｇ が 処 理 さ れ る が 、 好 ま し く は ３ ０ ～ ６ ０ Ｋ ｇ で あ る 。 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 が 適 用 さ れ る 場 所 は 、 多 年 生 雑 草 が 生 育 し て い る 土 壌 で あ れ ば 農 地 ・ 非 農 耕 地 等
、 特 に 制 限 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
（ ２ ） 潅 水 工 程
　 ダ ゾ メ ッ ト を 処 理 し た 後 、 十 分 な 防 除 効 果 を 得 る た め に は 潅 水 す る 必 要 が あ る 。 そ の 潅
水 量 は 土 が 充 分 に 湿 る 量 で あ れ ば 限 定 さ れ な い が 、 好 ま し く は １ ～ ５ ０ ｍ ｍ で あ り 、 よ り
好 ま し く は ５ ～ ２ ０ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
（ ３ ） 被 覆 工 程
　 ま た 十 分 な 効 力 を 得 る た め に は 、 処 理 後 有 効 成 分 が 気 散 す る 前 に 、 被 覆 材 で 土 壌 表 面 を
被 覆 す る 必 要 が あ る 。 用 い る 被 覆 材 と し て は 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 農 業 用 の 塩
化 ビ ニ ー ル フ ィ ル ム 、 ポ リ エ チ レ ン フ ィ ル ム 、 ポ リ オ レ フ ィ ン 系 特 殊 フ ィ ル ム 、 農 業 用 エ
チ レ ン ・ 酢 酸 ビ ニ ル 共 重 合 樹 脂 フ ィ ル ム (農 サ ク ビ ) 、 生 分 解 性 フ ィ ル ム 等 が 挙 げ ら れ る
。
　 被 覆 す る 期 間 は 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 好 ま し く は １ 日 ～ ６ ０ 日 、 さ ら に 好 ま
し く は ７ ～ ４ ０ 日 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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（ ４ ） ガ ス 抜 き 工 程
　 被 覆 を 取 り 除 い た 後 、 作 物 を 作 付 け る 前 に 、 土 壌 か ら 、 薬 害 や 有 害 ガ ス を 除 去 す る た め
に 耕 運 機 等 に よ り 耕 起 に よ る ガ ス 抜 き を 行 う が 、 栽 培 ま で に 十 分 な 期 間 を と る 必 要 が あ る
。 ガ ス 抜 き は ２ 回 以 上 行 う の が 好 ま し い 。 ま た 、 栽 培 前 に お い て は 、 土 壌 中 の ガ ス が 完 全
に 抜 け た か ど う か を 発 芽 テ ス ト に よ り 確 認 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 対 象 と す る 多 年 生 雑 草 と し て は 、 次 の も の が 挙 げ ら れ る 。
　 本 発 明 の 対 象 と す る 多 年 生 雑 草 は 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 好 ま し い も の と し て
は 、 ギ ョ ウ ギ シ バ （ Ｃ ｙ ｎ ｏ ｄ ｏ ｎ 　 ｄ ａ ｃ ｔ ｙ ｌ ｏ ｎ ） 、 チ ガ ヤ （ Ｉ ｍ ｐ ｅ ｒ ａ ｔ ａ 　
ｃ ｙ ｌ ｉ ｎ ｄ ｒ ｉ ｃ ａ ） 、 ス ス キ （ Ｍ ｉ ｓ ｃ ａ ｎ ｔ ｈ ｕ ｓ 　 ｓ ｉ ｎ ｅ ｎ ｓ ｉ ｓ ） 、 オ ギ （
Ｍ ｉ ｓ ｃ ａ ｎ ｔ ｈ ｕ ｓ 　 ｓ ａ ｃ ｃ ｈ ａ ｒ ｉ ｆ ｌ ｏ ｒ ｕ ｓ ） 、 イ ヌ ム ギ （ Ｂ ｒ ｏ ｍ ｕ ｓ 　 ｕ
ｎ ｉ ｏ ｌ ｏ ｉ ｄ ｅ ｓ ） 、 シ バ ム ギ （ Ａ ｇ ｒ ｏ ｐ ｙ ｒ ｏ ｎ 　 ｒ ｅ ｐ ｅ ｎ ｓ ） 、 ジ ョ ン ソ ン グ
ラ ス （ セ イ バ ン モ ロ コ シ ） 　 （ Ｓ ｏ ｒ ｇ ｈ ｕ ｍ 　 ｈ ａ ｌ ｅ ｐ ｅ ｎ ｓ ｅ ） 、 ヒ ル ガ オ （ Ｃ ｏ
ｎ ｖ ｕ ｌ ｖ ｕ ｌ ｕ ｓ 　 ａ ｒ ｖ ｅ ｎ ｓ ｉ ｓ ） 、 コ ヒ ル ガ オ （ Ｃ ａ ｌ ｙ ｓ ｔ ｅ ｇ ｉ ａ 　 ｊ ａ ｐ
ｏ ｎ ｉ ｃ ａ ） 、 シ ロ ツ メ ク サ 類 （ Ｔ ｒ ｉ ｆ ｏ ｌ ｉ ｕ ｍ 　 ｓ ｐ ｐ ． ） 、 イ ヌ グ ン バ イ ナ ズ ナ
（ Ｃ ａ ｒ ｄ ａ ｒ ｉ ａ 　 ｄ ｒ ａ ｂ ａ ） 、 ハ マ ス ゲ （ Ｃ ｙ ｐ ｅ ｒ ｕ ｓ 　 ｒ ｏ ｔ ｕ ｎ ｄ ｏ ｓ ） 、
セ イ ヨ ウ タ ン ポ ポ （ Ｔ ａ ｒ ａ ｘ ａ ｃ ｕ ｍ 　 ｏ ｆ ｆ ｉ ｃ ｉ ｎ ａ ｌ ｅ ） 、 キ ク イ モ （ Ｈ ｅ ｌ ｉ
ａ ｎ ｔ ｈ ｕ ｓ 　 ｔ ｕ ｂ ｅ ｒ ｏ ｓ ｕ ｓ ） 、 ヨ モ ギ （ Ａ ｒ ｔ ｅ ｍ ｉ ｓ ｉ ａ 　 ｐ ｒ ｉ ｎ ｃ ｅ ｐ ｓ
） 、 オ オ ヨ モ ギ （ Ａ ｒ ｔ ｅ ｍ ｉ ｓ ｉ ａ 　 ｍ ｏ ｎ ｔ ａ ｎ ａ ） 、 セ イ タ カ ア ワ ダ チ ソ ウ （ Ｓ ｏ
ｌ ｉ ｄ ａ ｇ ｏ 　 ａ ｌ ｔ ｉ ｓ ｓ ｉ ｍ ａ ） 、 オ オ ア ワ ダ チ ソ ウ （ Ｓ ｏ ｌ ｉ ｄ ａ ｇ ｏ 　 ｇ ｉ ｇ ａ
ｎ ｔ ｅ ａ ） 、 ハ ル ジ オ ン （ Ｅ ｒ ｉ ｇ ｅ ｒ ｏ ｎ 　 ｐ ｈ ｉ ｌ ａ ｄ ｅ ｌ ｐ ｈ ｉ ｃ ｕ ｓ ） 、 ヒ メ ス
イ バ （ Ｒ ｕ ｍ ｅ ｘ 　 ａ ｃ ｅ ｔ ｏ ｓ ｅ ｌ ｌ ａ ） 、 エ ゾ ノ ギ シ ギ シ （ Ｒ ｕ ｍ ｅ ｘ 　 ｏ ｂ ｔ ｕ ｓ
ｉ ｆ ｏ ｌ ｉ ｕ ｓ ） 、 イ タ ド リ （ Ｒ ｅ ｙ ｎ ｏ ｕ ｔ ｒ ｉ ａ 　 ｊ ａ ｐ ｏ ｎ ｉ ｃ ａ ） 、 ク ズ （ Ｐ ｕ
ｅ ｒ ａ ｒ ｉ ａ 　 ｌ ｏ ｂ ａ ｔ ａ ） 、 ヤ ブ ガ ラ シ （ Ｃ ａ ｙ ｒ ａ ｔ ｉ ａ 　 ｊ ａ ｐ ｏ ｎ ｉ ｃ ａ ） 、
オ オ バ コ （ Ｐ ｌ ａ ｎ ｔ ａ ｇ ｏ 　 ａ ｓ ａ ｔ ｉ ｃ ａ ） 、 ス ギ ナ （ Ｅ ｑ ｕ ｉ ｓ ｅ ｔ ｕ ｍ 　 ａ ｒ ｖ
ｅ ｎ ｓ ｅ ） 、 カ タ バ ミ （ Ｏ ｘ ａ ｌ ｉ ｓ 　 ｃ ｏ ｒ ｎ ｉ ｃ ｕ ｌ ａ ｔ ａ ） 等 を 挙 げ る こ と が で き
る 。 本 発 明 の 根 絶 方 法 は 、 特 に ジ ョ ン ソ ン グ ラ ス （ セ イ バ ン モ ロ コ シ ） を 対 象 と す る の が
好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 根 絶 方 法 は タ ケ ・ サ サ 類 を も 対 象 と す る 。 タ ケ ・ サ サ 類 と し て は 特 に 限 定 さ れ
る も の で は な い が 、 例 え ば 、 マ ダ ケ （ Ｐ ｈ ｙ ｌ ｌ ｏ ｓ ｔ ａ ｃ ｈ ｙ ｓ 　 ｂ ａ ｍ ｂ ｕ ｓ ｏ ｉ ｄ
ｅ ｓ ） 、 タ イ ワ ン マ ダ ケ （ Ｐ ｈ ｙ ｌ ｌ ｏ ｓ ｔ ａ ｃ ｈ ｙ ｓ 　 ｍ ａ ｋ ｉ ｎ ｏ ｉ ） 、 モ ウ ソ ウ チ
ク （ Ｐ ｈ ｙ ｌ ｌ ｏ ｓ ｔ ａ ｃ ｈ ｙ ｓ 　 ｈ ｅ ｔ ｅ ｒ ｏ ｃ ｙ ｃ ｌ ａ ） 、 ク ロ チ ク （ Ｐ ｈ ｙ ｌ ｌ ｏ
ｓ ｔ ａ ｃ ｈ ｙ ｓ 　 ｎ ｉ ｇ ｒ ａ ） 、 ホ テ イ チ ク （ Ｐ ｈ ｙ ｌ ｌ ｏ ｓ ｔ ａ ｃ ｈ ｙ ｓ 　 ａ ｕ ｒ ｅ ａ
） 、 ヒ メ ハ チ ク （ Ｐ ｈ ｙ ｌ ｌ ｏ ｓ ｔ ａ ｃ ｈ ｙ ｓ 　 ｈ ｕ ｍ ｉ ｌ ｉ ｓ ） 、 オ ウ ソ ウ チ ク （ Ｐ ｈ
ｙ ｌ ｌ ｏ ｓ ｔ ａ ｃ ｈ ｙ ｓ 　 ａ ｕ ｒ ｅ ｏ ｓ ｕ ｌ ｃ ａ ｔ ａ ） 、 ガ ビ ゴ ウ チ ク （ Ｐ ｈ ｙ ｌ ｌ ｏ ｓ
ｔ ａ ｃ ｈ ｙ ｓ 　 ｍ ｏ ｎ ｔ ａ ｎ ａ ） 、 ム ラ サ キ シ マ ダ ケ （ Ｐ ｈ ｙ ｌ ｌ ｏ ｓ ｔ ａ ｃ ｈ ｙ ｓ 　 ｖ
ｉ ｏ ｌ ｅ ｓ ｃ ｅ ｎ ｓ ） 、 キ ョ ク カ ン チ ク （ Ｐ ｈ ｙ ｌ ｌ ｏ ｓ ｔ ａ ｃ ｈ ｙ ｓ 　 ｆ ｌ ｅ ｘ ｕ ｏ ｓ
ａ ） 、 ハ ナ ダ ケ （ Ｐ ｈ ｙ ｌ ｌ ｏ ｓ ｔ ａ ｃ ｈ ｙ ｓ 　 ｎ ｉ ｄ ｕ ｌ ａ ｒ ｉ ａ ） 、 ハ ク ホ ケ イ チ ク
（ Ｐ ｈ ｙ ｌ ｌ ｏ ｓ ｔ ａ ｃ ｈ ｙ ｓ 　 ｄ ｕ ｌ ｃ ｉ ｓ ） 、 コ ウ チ ク （ Ｐ ｈ ｙ ｌ ｌ ｏ ｓ ｔ ａ ｃ ｈ ｙ
ｓ 　 ｖ ｉ ｒ ｉ ｄ ｉ ｓ ） 、 ハ ク キ ョ ウ チ ク （ Ｐ ｈ ｙ ｌ ｌ ｏ ｓ ｔ ａ ｃ ｈ ｙ ｓ 　 ｂ ｉ ｓ ｓ ｅ ｔ ｉ
ｉ ） 、 フ ン リ ョ ク チ ク （ Ｐ ｈ ｙ ｌ ｌ ｏ ｓ ｔ ａ ｃ ｈ ｙ ｓ 　 ｇ ｌ ａ ｕ ｃ ａ ） 、 モ ウ ハ イ チ ク （
Ｐ ｈ ｙ ｌ ｌ ｏ ｓ ｔ ａ ｃ ｈ ｙ ｓ 　 ｍ ｅ ｙ ｅ ｒ ｉ ） 、 ナ リ ヒ ラ ダ ケ （ Ｓ ｅ ｍ ｉ ａ ｒ ｕ ｎ ｄ ｉ ｎ
ａ ｒ ｉ ａ 　 ｆ ａ ｓ ｔ ｕ ｏ ｓ ａ ） 、 ア オ ナ リ ヒ ラ （ Ｓ ｅ ｍ ｉ ａ ｒ ｕ ｎ ｄ ｉ ｎ ａ ｒ ｉ ａ 　 ｖ ｉ
ｌ ｉ ｄ ｉ ｓ ） 、
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ホ テ イ ナ リ ヒ ラ （ Ｓ ｅ ｍ ｉ ａ ｒ ｕ ｎ ｄ ｉ ｎ ａ ｒ ｉ ａ 　 ｍ ａ ｋ ｉ ｎ ｏ ｉ ） 、 ニ ッ コ ウ ナ リ
ヒ ラ （ Ｓ ｅ ｍ ｉ ａ ｒ ｕ ｎ ｄ ｉ ｎ ａ ｒ ｉ ａ 　 ｙ ｏ ｓ ｈ ｉ － ｍ ａ ｔ ｓ ｕ ｍ ｕ ｒ ａ ｅ ） 、 リ ク チ
ュ ウ ダ ケ （ Ｓ ｅ ｍ ｉ ａ ｒ ｕ ｎ ｄ ｉ ｎ ａ ｒ ｉ ａ 　 ｋ ａ ｇ ａ ｍ ｉ ａ ｎ ａ ） 、 ハ リ マ ダ イ ミ ョ ウ
（ Ｓ ｅ ｍ ｉ ａ ｒ ｕ ｎ ｄ ｉ ｎ ａ ｒ ｉ ａ 　 ｙ ａ ｍ ａ ｄ ｏ ｒ ｉ ｉ ） 、 ヤ シ ャ ダ ケ （ Ｓ ｅ ｍ ｉ ａ ｒ
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ｕ ｎ ｄ ｉ ｎ ａ ｒ ｉ ａ 　 ｙ ａ ｓ ｈ ａ ｄ ａ ｋ ｅ ） 、 ヒ メ ヤ シ ャ ダ ケ （ Ｓ ｅ ｍ ｉ ａ ｒ ｕ ｎ ｄ ｉ ｎ
ａ ｒ ｉ ａ 　 ｍ ａ ｒ ｕ ｙ ａ ｍ ａ ｎ ａ ） 、 ト ウ チ ク （ Ｓ ｉ ｎ ｏ ｂ ａ ｍ ｂ ｕ ｓ ａ 　 ｔ ｏ ｏ ｔ ｓ ｉ
ｋ ） 、 シ ホ ウ チ ク （ Ｔ ｅ ｔ ｒ ａ ｇ ｏ ｎ ｏ ｃ ａ ｌ ａ ｍ ｕ ｓ 　 ｑ ｕ ａ ｄ ｒ ａ ｎ ｇ ｕ ｌ ａ ｒ ｉ ｓ
） 、 シ セ ン ホ ウ チ ク （ Ｔ ｅ ｔ ｒ ａ ｇ ｏ ｎ ｏ ｃ ａ ｌ ａ ｍ ｕ ｓ 　 ｓ ｚ ｅ ｃ ｈ ｕ ａ ｎ ｅ ｎ ｓ ｉ ｓ
） 、 イ ン ヨ ウ チ ク （ Ｈ ｉ ｂ ａ ｎ ｏ ｂ ａ ｍ ｂ ｕ ｓ ａ 　 ｔ ｒ ａ ｎ ｑ ｕ ｉ ｌ ｌ ａ ｎ ｓ ） 、 ホ ウ ラ
イ チ ク （ Ｂ ａ ｍ ｂ ｕ ｓ ａ 　 ｇ ｌ ａ ｕ ｃ ｅ ｓ ｃ ｅ ｎ ｓ ） 、 セ イ ヒ チ ク （ Ｂ ａ ｍ ｂ ｕ ｓ ａ 　 ｔ
ｅ ｘ ｔ ｉ ｌ ｉ ｓ ） 、 ダ イ フ ク チ ク （ Ｂ ａ ｍ ｂ ｕ ｓ ａ 　 ｖ ｅ ｎ ｔ ｒ ｉ ｃ ｏ ｓ ａ ） 、 キ ン シ チ
ク （ Ｂ ａ ｍ ｂ ｕ ｓ ａ 　 ｖ ｕ ｌ ｇ ａ ｒ ｉ ｓ ） 、 オ カ メ ザ サ （ Ｓ ｈ ｉ ｂ ａ ｔ ａ ｅ ａ 　 ｋ ｕ ｍ ａ
ｓ ａ ｃ ａ ） 、 ア イ チ ク （ Ｓ ｈ ｉ ｂ ａ ｔ ａ ｅ ａ 　 ｃ ｈ ｉ ｎ ｅ ｎ ｓ ｉ ｓ ） 、 タ ン ス イ チ ク （ Ｂ
ｒ ａ ｃ ｈ ｙ ｓ ｔ ａ ｃ ｈ ｙ ｕ ｍ 　 ｄ ｅ ｎ ｓ ｉ ｆ ｌ ｏ ｒ ｕ ｍ ） 、 ヒ マ ラ ヤ カ ラ ム ス ・ イ ン タ ー
メ デ ィ ア （ Ｈ ｉ ｍ ａ ｒ ａ ｙ ａ ｃ ａ ｌ ａ ｍ ｕ ｓ 　 ｉ ｎ ｔ ｅ ｒ ｍ ｅ ｄ ｉ ａ ） 、 オ オ バ ヤ ダ ケ （
Ｉ ｎ ｄ ｏ ｃ ａ ｌ ａ ｍ ｕ ｓ 　 ｔ ｅ ｓ ｓ ｅ ｌ ｌ ａ ｔ ｕ ｓ ） 、 カ ッ ト ウ ジ ャ ク チ ク （ Ｉ ｎ ｄ ｏ ｃ
ａ ｌ ａ ｍ ｕ ｓ 　 ｌ ａ ｔ ｉ ｆ ｏ ｌ ｉ ｕ ｓ ） 、 カ ン チ ク （ Ｃ ｈ ｉ ｍ ｏ ｎ ｏ ｂ ａ ｍ ｂ ｕ ｓ ａ 　 ｍ
ａ ｒ ｍ ｏ ｒ ｅ ａ ） 、
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 キ ン ブ ツ サ ン ホ ウ チ ク （ Ｃ ｈ ｉ ｍ ｏ ｎ ｏ ｂ ａ ｍ ｂ ｕ ｓ ａ 　 ｕ ｔ ｉ ｌ ｉ ｓ ） 、 ラ カ ン チ ク
（ Ｑ ｉ ｏ ｎ ｇ ｚ ｈ ｕ ｅ ａ 　 ｔ ｕ ｍ ｉ ｎ ｏ ｄ ａ ） 、 チ ュ ス ク エ ア （ Ｃ ｈ ｕ ｓ ｑ ｕ ｅ ａ 　 ｃ ｕ
ｌ ｅ ｏ ｕ ） 、 オ タ テ ア （ Ｏ ｔ ａ ｔ ｅ ａ 　 ａ ｃ ｕ ｍ ｉ ｎ ａ ｔ ａ ） 、 ヤ ダ ケ （ Ｐ ｓ ｅ ｕ ｄ ｏ ｓ
ａ ｓ ａ 　 ｊ ａ ｐ ｏ ｎ ｉ ｃ ａ ） 、 ホ ウ タ ク セ ン チ ク （ Ｐ ｓ ｅ ｕ ｄ ｏ ｓ ａ ｓ ａ 　 ｕ ｓ ａ ｗ ａ ｉ
） 、 オ キ ナ ダ ケ （ Ｐ ｌ ｅ ｉ ｏ ｂ ｌ ａ ｓ ｔ ｕ ｓ 　 ａ ｒ ｇ ｅ ｎ ｔ ｅ ｏ － ｓ ｔ ｒ ｉ ａ ｔ ｕ ｓ ） 、
ア ズ マ ネ ザ サ （ Ｐ ｌ ｅ ｉ ｏ ｂ ｌ ａ ｓ ｔ ｕ ｓ 　 ｃ ｈ ｉ ｎ ｏ ） 、 オ ロ シ マ チ ク （ Ｐ ｌ ｅ ｉ ｏ ｂ
ｌ ａ ｓ ｔ ｕ ｓ 　 ｄ ｉ ｓ ｔ ｉ ｃ ｈ ｕ ｓ ） 、 チ ゴ ザ サ （ Ｐ ｌ ｅ ｉ ｏ ｂ ｌ ａ ｓ ｔ ｕ ｓ 　 ｆ ｏ ｒ ｔ
ｕ ｎ ｅ ｉ ） 、 タ イ ミ ン チ ク （ Ｐ ｌ ｅ ｉ ｏ ｂ ｌ ａ ｓ ｔ ｕ ｓ 　 ｇ ｒ ａ ｍ ｉ ｎ ｅ ｕ ｓ ） 、 カ ン ザ
ン チ ク （ Ｐ ｌ ｅ ｉ ｏ ｂ ｌ ａ ｓ ｔ ｕ ｓ 　 ｈ ｉ ｎ ｄ ｓ ｉ ｉ ） 、 リ ュ ウ キ ュ ウ チ ク （ Ｐ ｌ ｅ ｉ ｏ
ｂ ｌ ａ ｓ ｔ ｕ ｓ 　 ｌ ｉ ｎ ｅ ａ ｒ ｉ ｓ ） 、 シ ブ ヤ ザ サ （ Ｐ ｌ ｅ ｉ ｏ ｂ ｌ ａ ｓ ｔ ｕ ｓ 　 ｓ ｈ ｉ
ｂ ｕ ｙ ａ ｎ ｕ ｓ ） 、 メ ダ ケ （ Ｐ ｌ ｅ ｉ ｏ ｂ ｌ ａ ｓ ｔ ｕ ｓ 　 ｓ ｉ ｍ ｏ ｎ ｉ ） 、 カ ム ロ ザ サ （
Ｐ ｌ ｅ ｉ ｏ ｂ ｌ ａ ｓ ｔ ｕ ｓ 　 ｖ ｉ ｒ ｉ ｄ ｉ ｓ ｔ ｒ ｉ ａ ｔ ｕ ｓ ） 、 ゴ テ ン バ ザ サ （ Ｓ ａ ｓ ａ
　 ａ ｓ ａ ｈ ｉ ｎ ａ ｅ ） 、 カ ツ ラ ギ ザ サ （ Ｓ ａ ｓ ａ 　 ａ ｄ ｍ ｉ ｒ ａ ｂ ｉ ｌ ｉ ｓ ） 、 ス ズ ダ ケ
（ Ｓ ａ ｓ ａ 　 ｂ ｏ ｒ ｅ ａ ｌ ｉ ｓ ） 、 ウ ン ゼ ン ザ サ （ Ｓ ａ ｓ ａ 　 ｇ ｒ ａ ｃ ｉ ｌ ｌ ｉ ｍ ａ ） 、
ミ ヤ マ ク マ ザ サ （ Ｓ ａ ｓ ａ 　 ｈ ａ ｙ ａ ｔ ａ ｅ ） 、 ネ マ ガ リ ダ ケ （ Ｓ ａ ｓ ａ 　 ｋ ｕ ｒ ｉ ｌ ｅ
ｎ ｓ ｉ ｓ ） 、 ヤ ネ フ キ ザ サ （ Ｓ ａ ｓ ａ 　 ｋ ｕ ｒ ｏ ｋ ａ ｗ ａ ｎ ａ ） 、 ミ ヤ コ ザ サ （ Ｓ ａ ｓ ａ
　 ｎ ｉ ｐ ｏ ｎ ｉ ｃ ａ ） 、 ホ ソ バ ザ サ （ Ｓ ａ ｓ ａ 　 ｏ ｈ ｏ ｍ ｉ ａ ｎ ａ ） 、 チ マ キ ザ サ （ Ｓ ａ
ｓ ａ 　 ｐ ａ ｌ ｍ ａ ｔ ａ ） 、 タ ン ナ ザ サ （ Ｓ ａ ｓ ａ 　 ｑ ｕ ｅ ｌ ｐ ａ ｅ ｒ ｔ ｅ ｎ ｓ ｉ ｓ ） 、 ク
マ イ ザ サ （ Ｓ ａ ｓ ａ 　 ｓ ｅ ｎ ａ ｎ ｅ ｎ ｓ ｉ ｓ ） 、 ツ ボ イ ザ サ （ Ｓ ａ ｓ ａ 　 ｔ ｓ ｕ ｂ ｏ ｉ ａ
ｎ ａ ） 、 ク マ ザ サ （ Ｓ ａ ｓ ａ 　 ｖ ｅ ｉ ｔ ｃ ｈ ｉ ｉ ） 、 シ イ ヤ ザ サ （ Ｓ ａ ｓ ａ 　 ｇ ｌ ａ ｂ ｒ
ａ ） 、 ヒ メ シ ノ （ Ｓ ａ ｓ ａ 　 ｋ ｉ ｎ ｋ ｉ ｅ ｎ ｓ ｉ ｓ ） 、 ゲ ン ケ イ チ ク （ Ｓ ａ ｓ ａ 　 ｍ ａ ｓ
ａ ｍ ｕ ｎ ｅ ａ ｎ ａ ） 、 ヒ ロ ハ ア ズ マ ザ サ （ Ｓ ａ ｓ ａ 　 ｏ ｋ ａ ｄ ａ ｎ ａ ） 、 オ タ フ ク ザ サ （
Ｓ ａ ｓ ａ 　 ｏ ｖ ａ ｒ ｉ ｆ ｏ ｌ ｉ ａ ） 、 ア ズ マ ザ サ （ Ｓ ａ ｓ ａ 　 ｒ ａ ｍ ｏ ｓ ａ ） 、 レ イ コ シ
ノ （ Ｓ ａ ｓ ａ 　 ｒ ｅ ｉ ｋ ｏ ａ ｎ ａ ） 、 ト ウ ゲ ダ ケ （ Ｓ ａ ｓ ａ 　 ｓ ａ ｓ ａ ｋ ｉ ａ ｎ ａ ） 、 ハ
コ ネ メ ダ ケ （ Ｓ ａ ｓ ａ 　 ｓ ａ ｗ ａ ｄ ａ ｉ ） 、 ス エ コ ザ サ （ Ｓ ａ ｓ ａ 　 ｓ ｕ ｗ ｅ ｋ ｏ ａ ｎ ａ
） 等 が 挙 げ ら れ る 。 こ れ ら の 中 で も 、 マ ダ ケ が 特 に 好 ま し い 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 下 、 実 施 例 に よ り 本 発 明 を さ ら に 具 体 的 に 説 明 す る 。 ダ ゾ メ ッ ト は Ｂ Ａ Ｓ Ｆ バ ス ア ミ
ド ９ ８ ％ 微 粒 剤 （ Ｂ Ａ Ｓ Ｆ 社 製 ： 純 度 ９ ８ ％ ） を 用 い た 。 対 照 と し て 、 ク ロ ル ピ ク リ ン と
し て 、 ク ロ ル ピ ク リ ン テ ー プ ９ ９ ． ５ ％ （ 三 井 東 圧 化 学 社 製 ： 純 度 ９ ９ ． ５ ％ ） を 、 ま た
、 グ リ ホ サ ー ト と し て 、 ラ ウ ン ド ア ッ プ ハ イ ロ ー ド 液 剤 （ 日 産 化 学 工 業 (株 )社 製 ： 純 度 ４
１ ％ ） を そ れ ぞ れ 用 い た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 除 草 効 果 は 下 記 の 調 査 基 準 に 従 っ て 調 査 し 、 殺 草 指 数 で 表 し た 。
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　 調 査 基 準
　 　 　 殺 　 　 草 　 　 率 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 殺 　 草 　 指 　 数
　 　 　 　 　 　 　 ０ ％ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ０
　 　 　 ２ ０ ～ ２ ９ ％ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２
　 　 　 ４ ０ ～ ４ ９ ％ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４
　 　 　 ６ ０ ～ ６ ９ ％ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ６
　 　 　 ８ ０ ～ ８ ９ ％ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ８
　 　 　 　 　 １ ０ ０ ％ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ０
　 ま た 、 １ 、 ３ 、 ５ 、 ７ 、 ９ の 数 値 は 、 各 々 ０ と ２ 、 ２ と ４ 、 ４ と ６ 、 ６ と ８ 、 ８ と １ ０
の 中 間 の 値 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 数 １ 】
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ９ 】

　 ２ ｍ ｘ ４ ｍ の 試 験 区 を 用 い た 。 ジ ョ ン ソ ン グ ラ ス の 萌 芽 始 期 に バ ス ア ミ ド 微 粒 剤 を ４ ０
Ｋ ｇ ／ １ ０ ａ で 土 壌 表 面 に 処 理 し 、 小 型 ト ラ ク タ を 用 い て 混 和 処 理 し 、 ５ ｍ ｍ の 潅 水 を 行
い 、 農 業 用 ポ リ エ チ レ ン フ ィ ル ム で ８ 日 間 被 覆 し 、 被 覆 を 除 去 し た 。 処 理 ４ ５ 日 後 及 び 、
処 理 １ ０ ５ 日 後 に 効 力 を 殺 草 指 数 で 調 査 し た 。 結 果 を 第 １ 表 に 示 し た 。 対 照 の ク ロ ル ピ ク
リ ン テ ー プ 区 は 、 混 和 、 散 水 後 に 所 定 量 の 薬 剤 を 含 む テ ー プ を 地 表 に 置 床 し 、 同 様 に 被 覆
し た 。
　 第 １ 表 中 、 バ ス ア ミ ド ９ ８ ％ 微 粒 剤 （ Ｂ Ａ Ｓ Ｆ 社 製 ： 純 度 ９ ８ ％ ） を Ａ 剤 、 ク ロ ル ピ ク
リ ン テ ー プ ９ ９ ． ５ ％ を Ｂ 剤 と 表 記 し た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ １ 】

　 ２ ｍ ｘ ４ ｍ の 試 験 区 を 用 い た 。 ジ ョ ン ソ ン グ ラ ス 生 育 期 に 地 上 部 を 切 除 し た 。 切 除 １ １
日 後 に 萌 芽 し た ジ ョ ン ソ ン グ ラ ス に バ ス ア ミ ド 微 粒 剤 を ４ ０ Ｋ ｇ ／ １ ０ ａ で 土 壌 表 面 処 理
し 、 ５ ｍ ｍ の 潅 水 を 行 い 、 農 業 用 ポ リ エ チ レ ン フ ィ ル ム で １ ４ 日 間 被 覆 し 、 被 覆 を 除 去 し
た 。 処 理 ３ １ 日 後 及 び ５ ６ 日 後 に ジ ョ ン ソ ン グ ラ ス お よ び 一 年 生 雑 草 の 効 力 を 殺 草 指 数 で
調 査 し 結 果 を 第 ２ 表 に 示 し た 。 対 照 の ラ ウ ン ド ア ッ プ ハ イ ロ ー ド 液 剤 は 、 １ ０ ａ 当 た り １
０ ０ Ｌ の 散 布 量 で 小 型 散 布 機 を 用 い て 茎 葉 処 理 し 、 被 覆 せ ず に そ の ま ま 放 置 し た 。
　 第 ２ 表 中 、 バ ス ア ミ ド ９ ８ ％ 微 粒 剤 （ Ｂ Ａ Ｓ Ｆ 社 製 ： 純 度 ９ ８ ％ ） を Ａ 剤 、 ラ ウ ン ド ア
ッ プ ハ イ ロ ー ド 液 剤 （ 日 産 化 学 工 業 (株 )社 製 ： 純 度 ４ １ ％ ） を Ｃ 剤 と 表 記 し た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
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実 施 例 １ 　 土 壌 混 和 処 理

実 施 例 ２ 　 土 壌 表 面 処 理



【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ３ 】

　 １ ｍ ｘ １ ｍ の 試 験 区 を 用 い た 。 マ ダ ケ を 地 際 部 よ り 切 除 し 、 直 ち に バ ス ア ミ ド 微 粒 剤 を
６ ０ Kg／ １ ０ ａ で 土 壌 表 面 に 処 理 し 、 ２ ０ ｍ ｍ の 潅 水 を 行 い 、 農 業 用 ポ リ エ チ レ ン フ ィ ル
ム で ４ ０ 日 間 被 覆 し 、 被 覆 を 除 去 し た 。
　 処 理 ４ ０ 日 後 に 地 下 部 を 掘 り 取 っ た と こ ろ 、 全 て の 地 下 茎 が 完 全 に 枯 死 し て い る こ と が
確 認 さ れ た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】

　 実 施 例 １ と 同 様 に 、 別 途 処 理 を 行 っ た バ ス ア ミ ド 微 粒 剤 試 験 区 に て 、 被 覆 除 去 後 に 直 ち
に 小 型 ト ラ ク タ ー で ２ 回 の ガ ス 抜 き を 行 い 、 ダ イ コ ン の 種 子 を 播 種 し 、 生 育 を 観 察 し た と
こ ろ 、 薬 害 が な い こ と が 確 認 さ れ た 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 上 記 試 験 例 か ら わ か る よ う に 、 従 来 の 土 壌 く ん 蒸 剤 や 非 選 択 性 除 草 剤 で は 休 眠 芽 や 種 子
を 持 つ 多 年 生 雑 草 に 対 し 根 絶 効 果 は 得 ら れ ず 、 一 年 生 雑 草 に 対 し て も 処 理 後 の 発 生 が 問 題
と な る 場 合 が あ っ た の に 対 し 、 本 発 明 の 方 法 に よ れ ば 、 極 め て 簡 便 に タ ケ の よ う な 難 防 除
雑 草 を 含 む 多 年 生 雑 草 や 一 年 生 雑 草 に 、 一 回 の 薬 剤 処 理 で 根 絶 効 果 が 得 ら れ 、 か つ 、 後 作
の 作 物 に 影 響 が な い こ と が わ か っ た 。
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実 施 例 ３ 　 タ ケ に 対 す る 効 力

実 施 例 ４ 　 後 作 の 作 物 に 対 す る 影 響
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